
CFOのミッション
のれん等償却前ROE向上と平準化EPSの成長に向け、

CFOとして3つのことに取り組んでいます。1つ目は、収益力

の改善です。構造改革によるグループの再生を進め、収益力

を向上させます。2つ目は、資産効率性の向上です。保有資

産の見直しや事業ポートフォリオ最適化を検討し、バランス

シートを適正化します。3つ目は、財務柔軟性の向上です。

安定した配当を実現するとともに、有利子負債の着実な返済

を進め、財務レバレッジのバランスを最適化します。

収益力の向上（PLマネジメント）
のれん等償却前ROEの向上に向け、当期純利益率向上を 

柱にしています。事業会社は、ブランド力強化・コスト削減等

による売上高営業利益率向上をガイドとして設定しており、

実行状況をモニタリングしています。2016年中計初年度 

の営業利益が計画を上回るなど、順調に推移しています。 

グループ本社では、事業間の最適な資源配分を実行すると

ともに、本社機能の業務改革に取り組み、業務統合等による

業務生産性向上を進めます。

CFOメッセージ

取締役 常務執行役員（CFO）

伊藤 彰浩

構造改革による「収益力」の一層の改善を図り、

「資産効率性向上」「財務柔軟性向上」を

同時に実現しながら、企業価値を高めます。

POINT  2016年中計のROE向上に向けた取り組み

のれん等償却前ROE

2018年度目標

15%以上

のれん等償却前
当期純利益

売上高
（酒税込）

売上高
（酒税込）

総資産
（前期・当期平均）

総資産
（前期・当期平均）

のれん等償却前
自己資本

（前期・当期平均）

当期純利益率 総資産回転率 財務レバレッジ

2015年度 △0.1%

2018年度

2015年度 0.85回

2018年度

2015年度 3.09倍

2018年度

0.91回前後5.5%以上 3.0倍前後
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資産効率性の向上（BS資産のマネジメント）
収益性の低い資産の見直しを進め、総資産回転率向上に取

り組んでいます。ブラジルキリンのマカク工場売却、ライオン

のワイン事業譲渡等、資産圧縮による効率化と経営資源の

選択と集中を進めました。

財務の最適化（BS負債・資本のマネジメント）
創出したフリーキャッシュ・フローから、財務柔軟性の向上の

ための有利子負債削減を前倒しで進めました。将来の戦略

投資にも対応できるように、現格付※を維持したいと考えて 

おり、2018年末のネットD/Eレシオを0.7以下まで下げます。

当社は企業価値向上のための効果的な戦略オプションの一

つとしてM&Aを検討しますが、その目的を明確にした上で、

適正な価格であることを前提とします。
※  R&I  A＋（アウトルック：ネガティブ）、Moody’s  A3（アウトルック：ネガティブ）  
（2016年12月末現在）

安定配当と株主資本コスト低減
平準化EPSに対する連結配当性向30%以上の安定配当の

方針に基づいた株主還元を行います。2016年度は、中計を

上回るフリーキャッシュ・フローが創出できたことを勘案し、1

円増配しました。今後、さらなる収益力改善によって平準化

EPSを成長させることにより、株主還元の充実につなげてい

きたいと思います。また、株主や投資家の皆様の信頼を高め

る経営を行い、引き続き「適切な情報開示」や「建設的な目

的を持った対話」によって、当社では5%程度と認識している

株主資本コストの低減に努めていきます。

ブラジルキリン売却
グループ全体の収益性の改善やBS上の負債の圧縮が図ら

れ、株主価値向上に資する最適な選択肢だと考えています。

現在、売却を完了する時期が未定のため、売却損益は未定

ですが、決定次第速やかに開示します。

主要財務指標の経年変化
2015年度 
（実績）

2016年度 
（実績）

2017年度 
（計画）

営業利益率※1 8.4% 9.6% 9.5%

当期純利益率※2 △ 0.1% 7.5% 5.0%

総資産回転率 0.85回 0.87回 0.89回
のれん等償却前ROE △ 0.3% 21.9% 13.9%

ネットD/E レシオ 1.0倍 0.9倍 0.7倍
財務レバレッジ 3.09倍 3.35倍 3.10倍
※1 酒税抜・のれん等償却前
※2 酒税込・のれん等償却前

POINT  2016年中計中のキャッシュ・アロケーション

営業キャッシュ・フロー 5,500億円以上

投資キャッシュ・フロー 2,900億円
※ 戦略投資を含まない

株主還元（配当） 1,250億円

有利子負債返済 1,350億円

  最優先事業であるキリンビールへの投資強化
 コスト削減による成長投資の原資創出

2016年度実績： 2,264億円
2017年度計画： 1,800億円

  平準化EPSに対する連結配当性向30%以上
の配当による安定した株主還元の実施

2016年実績： 431億円

  設備投資2,700億円のうち、低収益事業への 
設備投資削減 （2013年中計比40%減）

2016年度実績： 775億円
2017年度計画： 700億円

  財務柔軟性向上に向けた着実な負債返済2016年実績： 1,085億円

フリーキャッシュ・フロー 2,600億円以上 2016年度実績： 1,489億円
2017年度計画： 1,100億円
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